
2016年度 秋 要望調査票
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要請番号（JL22416B06）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ドミニカ共
和国 G114 新体操 個別 新規 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・

2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

国立青少年体育能力育成センター

3）任地（ アスア県アスア市 ） JICA事務所の所在地（ サントドミンゴ特別区 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

教育省の管轄機関であり、全国の私立・公立小中高校生の体育教育を保障し、体育教育の振興と人格形成を行うことを
目的に、調整、監督、教育計画の立案、体育教育プログラムの考案を行っている。センターでは野球、バスケットボー
ル、バレーボール、陸上競技、体育一般を主な指導種目とし、対象校で指導を行っている。その中で生徒は好きな科目
を履修する仕組みとなっており、授業は1日に数クラス行われている。予算は年間約4億6千万円。2007年から2009年ま
でバジャグアナ市の地方センターにJV1名(体育)が派遣されていた。また、本センターが管轄する首都の教育機関
で2015年からJV1名(サッカー)が活動中。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国では2012年から多面的な能力開発のための教育が強化されている。それを受けて国立青少年体育能力育成センター
では、全国各地に選抜された生徒を指導する地方センターを開設し、スポーツ強化指定の生徒約120名を対象に陸上競
技、特に短距離や中距離走の実技、練習指導の充実を行うことを決定したが、該当種目の指導が出来る教師が不足して
いる。当国には体育大学や教育大学が無く、体育の教員免許を取得できないため、指導方法を専門に学んだ教師は非常
に少ない。当国で関心が高く指導者が多い野球やバレーボール以外の競技にも力を入れて選択肢を広げ、青少年の健全
な育成と人格形成に寄与するため、今回の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属校の教師と協力して、以下の活動を行う。
1.スポーツ強化生に選抜された生徒を対象に、新体操の指導
2.効果的な練習方法の提案

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

屋内練習場、各種練習用機材

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚 40代男性 大卒
年齢 7～18歳の男女生徒 40名程度

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（教員免許（教科不問））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（競技経験）5年以上　備考：専門的な知識・経
験を要するため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（18～34℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
電気・水道・インターネット・電話などインフラサービスは一応あるが常時安定しているわけではない。
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